
直
接
来
ら
れ
な
い
人
に
は
、
職
員
が
自

宅
に
訪
問
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
生
活
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
定

さ
れ
た
人
に
、
シ
ニ
ア
健
康
教
室
を
案

内
し
ま
す
。

対
象
地
区
と
実
施
場
所

◦
全
地
区
…
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7 

市
役
所
議
会
棟
1
階
）

◦
豊
住
・
八
生
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
は

な
の
き
台
地
区
…
西
部
北
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
20
‐
3
6
5
5 

押
畑
8
9
6
‐
4 
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
玲
光
苑
内
）

◦
成
田
・
公
津
地
区
…
西
部
南
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5 

1 

新
町
1
0
3
7
‐
63 

新
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
玲
光
苑
内
）

◦
久
住
・
中
郷
・
遠
山
地
区
…
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
35
‐

む
と
き
に
む
せ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
」
な
ど
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
シ
ニ
ア
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
25
項

目
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
用

い
て
、
足
腰
の
筋
力
な
ど
の
運
動
器
機

能
や
、
理
解
力
・
判
断
力
な
ど
の
認
知

機
能
、
か
む
・
飲
み
込
む
な
ど
の
口こ
う

腔く
う

機
能
、
栄
養
状
態
な
ど
を
確
認
す
る
も

の
で
す（
平
成
26
年
度
の
集
計
結
果
は

7
ペ
ー
ジ
）。

　
平
成
26
年
度
ま
で
は
市
か
ら
対
象
者

に
送
付
さ
れ
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
個
人
で
記
入
し
て
、
市
へ
送
り
返
す

方
法
で
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
市

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に

相
談
に
来
た
人
な
ど
に
対
し
、
職
員
と

面
接
し
な
が
ら
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
記
入
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ッ
ク
は
次
の
場
所
で
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ニ
ア
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
最
近
、「
階
段
を
昇
り
降
り
す
る
の

が
大
変
に
な
っ
た
」「
食
事
で
汁
物
を
飲

6
0
8
1 

本
三
里
塚
2
2
6
‐
1 

介
護
老
人
保
健
施
設
セ
ン
ト
ア
ン
ナ

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
内
）

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
80
‐
7
0
0
7 

猿
山
1
3
5
4 

ヤ
ッ
ク
ス
ド
ラ
ッ

グ
下
総
店
内
）

シ
ニ
ア
健
康
教
室

　
シ
ニ
ア
健
康
教
室
は
、
運
動
器
機

能
・
口
腔
機
能
・
栄
養
状
態
の
維
持
や

改
善
、
認
知
症
予
防
を
目
的
に
総
合
的

に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
全
16
回
の
教

室
で
、
8
月
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
教

室
で
は
、
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
膝

痛
・
腰
痛
体
操
や
、
認
知
症
を
予
防
す

る
た
め
の
計
算
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を
行
う

理
由
は
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
自
分
ら

し
く
生
活
す
る
こ
と
で
、
心
も
体
も
で

き
る
だ
け
長
く
健
康
を
保
ち
続
け
る
た

め
で
す
。
さ
ら
に
、
機
能
低
下
が
疑
わ

れ
る
人
で
も
、
介
護
予
防
を
行
う
こ
と

で
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
り
、
状
態
の

悪
化
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
教
室
を
案
内
さ
れ
た
人
は
積
極
的
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

  

介
護
予
防
・

  

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元

気
で
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
に
い
ら
れ

る
よ
う
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
を
平
成
29
年
4
月
の
実

施
に
向
け
て
検
討
・
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
予

防
事
業
や
要
支
援
者
向
け
の
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
を
再
編
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
よ
う
事
業
内
容
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。

市
で
は
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
「
シ
ニ
ア
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
い
、
生
活
の
改
善
が
望

ま
し
い
と
判
定
さ
れ
た
人
に
「
シ
ニ
ア
健
康
教
室
」
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
シ
ニ
ア
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

方
法
が
職
員
と
面
接
し
な
が
ら
確
認
す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
予
防
事
業

見
つ
け
よ
う 

危
険
な
老
化
の
サ
イ
ン
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【発送数：1万3,188人　　回収数：1万650人　　回収率：80.8％】
■生活機能低下の疑いがある人　　■一般高齢者　　■未回答
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平成26年度のシニア健康チェック 
「基本チェックリスト」集計結果

シニア健康教室参加までの流れ

　平成26年度は、65歳以上の介護認定を受けていない1万
3,188人に基本チェックリストを送付し、1万650人から回
答がありました（回収率80.8％）。そのうち、26.4％に当たる
3,477人が生活機能低下の疑いが認められました（図1）。これ
は回答者の約4人に1人が当てはまります。
　それでは、どのような項目に機能低下の疑いがある人が多
かったのでしょうか。図2・3を見ると、認知機能に関わる項
目の割合が全体の7割を占め、その中でも後期高齢者は前期高
齢者よりその割合が高いことが分かります。そのため、要支援・
要介護になるおそれがある高齢者を早期に発見し、早期に対応
することが大切です。

❶シニア健康チェックの実施
介護認定を受けていない65歳以上
の人（チェック実施日現在）を対象
に、高齢者福祉課・各地域包括支援
センターで実施します。生活の改善
が望ましいと判定された人にはシニ
ア健康教室を案内します。

❷シニア健康教室へ申し込み
参加を希望する人は、電話で高齢者福
祉課（☎20-1537）へ申し込んでくだ
さい。8月から教室が開催されるため、
8月以降の申し込みは平成28年度の教
室になります。

❸職員の訪問
教室への参加が決まったら、地域包括
支援センターの職員が自宅を訪問しま
す。教室のスケジュールやくわしい内
容の説明、参加者の体の状態の確認な
どを行います。

❹シニア健康教室へ参加
介護予防に取り組む全16回の教室
です。

図1　基本チェックリストによる判定結果

図2　前期高齢者（65〜74歳）項目別判定結果

図3　後期高齢者（75歳以上）項目別判定結果

7 広報なりた 2015.5.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


